固体潤滑剤による高温度玉軸受の混合気潤滑 by 豊島, 敏雄 & TESHIMA, Toshio
固体潤滑剤による高温度玉軸受の混合気潤滑
丘童
五三. 島 敏 雄普
On the Lubrication of the Bal1 Bearing with 
SoIid Lubricant Air Mist at High Temperature 
Toshio TESHIMA 
187 
The need is beboming more and more urgent for bearings operating at very high 
temperatures. But present-day liquid lubricants are temperature-limited owing to their 
characteristics， but so1id lubricants are chemically more stable. So in pursuit of information 
concerning the performances of the angular contact type ball bearing operating in an electric 
furnace under the solid lubricant mist lubrication at high temperature， the frictional moment 
and temperature of bearing have been measured. 
The conc1usion reached on the experimental results is as follows. The bearing can be 
run at surrounding temperatures up to 8000C without appreciable damage. The smaller 
the particles of solid lubricants， the less frictional moments are obtained， but at very high 
temperatures the grading and consumption of solid lubricants have little influence on the 
frictional moment. Small change in frictional moment occurs in accordance with variation of 
surrounding temperature， but at high surrounding temperatures frictional moment is largely 
affected from bearing load. The moisture content of solid lubricants have litle influence on 




























固体潤滑剤による似合会~illþ] 滑は高温度を対称とする潤滑法であり ， 一般の 'Iilh受試験機と比較して
本実験装置は試験中111受をかÎ IIJ で運転できるよう に設計されたこ と およひo試験'I~Ii を文持する非試験軸
受が炉の熱によ り過熱されないように冷却装置
を有することを特徴としている。
第 1 I~ 
第 1図は実験装置の外観図である。①は高温
度軸受試験機本体であ り，その詳細は第2図に
































































































































化学的性質の変らない範囲ではその潤滑性能をほとんど変えない特徴を持っている D 本図では 90
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は大きくなる。 このような傾向は黒鉛の粒度によって変らないが，図を全体的に見る と黒鉛 A，
B， Cの順に，換言すると粒子の大きい場合ほど摩擦モーメントおよび軸受祖度上昇は大きくなっ
ている D このことは次のごとく 説明することができる。軸受内に混合気を供給 して袖受軌道面に付
着 した黒鉛は玉の回転によη て金属光択をもった薄いはく状に圧延される O 第11図はそれを示すも














摩操モーメントの最小になる黒鉛供給量は黒鉛 A，B， Cの}I買に少くなっている D それは黒鉛粒
子が大きいほど潤滑面に付着しやすく， したがって黒鉛の供給量が少くても潤滑に必要なだけの量
が付着するためであるo 極端に小さ くなった場合を考える と， 空気の流線と黒鉛の流線は等しくな
り，空気とと もにほとんど付着せず軸受外に排出されるであろう O 乙の点からある程度以上に細か
い黒鉛を使用すること も好ましくないD また粒子の大きさを 1μ 以下に粉砕することは技術的に困










































によってかなり影響されるようである o これらのこ とを考え合せると，軸受の全摩僚に対してすべ













出 1 3 I宮| 第 14 Iχ| が見られる O それは第13
図巾の黒い~日!となって付 定してい る出鉛に相当するものであり ， 乙のような現象は騒音，局部的




といわれている ¥61 また合有水分量が多いときは判滑面から二硫化モリブデンがとれやすい17ho し
たがって二硫化モリ ブデン混合気によるiWJ?nにおいても合有水分の少い二硫化モリ ブデンを使用す
べきである D
iv) 潤滑芥Ij供給量の Jj~響について 第15図~第22図は炉内温度すなわち!hlJ受周囲温度をそれぞ
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第 16図
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第 18図
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第 21図
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vi) 軸受周囲温度の影響について 第31図~第33図は軸受周囲温度すなわち炉内温度 4000Cま
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さくなる結果がみられる O したがって二硫化モリプデシは約 2000Cにおいていくぶんよい潤滑性
能を示す特牲をもつものと考えられる。高温度になるにしたがって摩擦モーメントが増加するのは
こ硫化モリブデンの酸化のためであろう D 二硫化モリブデ/'Mo S2は空気中では 4000C以上で少
しづっ酸化を始め，潤滑性を持たない酸化モリブデン MOU3になると云われている (12) しかし最
高炉内温度 800口Cにおいても軸受外輪外面が約 5000C 600 
になるに過ぎず，軸受温度としては酸化にあまり影響し !使間里鉛 A
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第 37図
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第 41図
上昇し金属的騒音を発 して停止 した。 しかし軸を逆
転して正回転にもどすと軽く 回転するこ とがわかっ
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